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1　は　じ　め　に

ハダニ顎は他の害虫に比較して薬剤抵抗性が発達しやす

いため，殺ダニ剤によっては使用開始から数年のうちに効

力低下によって使用できなくなることがある。また，抵抗

性の発達程度は，抵抗性遺伝子の初期頻度や他薬剤の散布

歴などの違いから，地域によって異なって様相をみせる。

適切なハダニ規の防除を図るためには，広範囲の地域にお

けるハダニの薬剤感受性を常に把握しておく必要がある。

そこで，青森県内の一般リンゴ園からナミハダニを採集し，

薬剤感受性検定を行った。

2　試　験　方　法

1994年及び1995年の9～10月に一般リンゴ園を対象とし，

1園地当たり1－3樹に幅10cmの段ボール製バンドを巻き

付け，越冬場所へ移働する越冬成虫をトラップした。移動

が終了した11～12月にバンドを取り外し，数秒間水に浸し

て湿らせた後，ビニール袋に入れて冷暗所に保管した。翌

年3－4月に室内栽培したインゲンに採集地点ごとに接種

し，23℃長日条件下で累代飼育を行った。検定した薬剤は

ピリミジフェンフロアプル1，500倍，テプフェンビラド水

和剤1．000倍，フェンピ口車シメートフロアプル1，000倍，

ピリグペン水和剤1，500倍，BPPS水和紳Y750倍及び酸化フェ

ンプタスズ水和剤1．000倍であり，いずれの薬液にも展着

剤を加用した。試験は2cm四方に切り取ったインゲン薫片

を用いたリーフディスク法によって，卵及び成虫を対象に

2反復実施した。対照として展着剤のみを散布した区を設

けた。採集は30地点以上で行ったが，採集数が少ないなど

の理由から，検定できたのは19地点であった。

（1）殺卵試験

葉片当たり雌成虫を10個体接種し，23℃の条件下に静置

した。接種24時間後に成虫を除去し，産卵数を計数した。

この菓片にDAIKI式農薬散布塔で約6mg／C虚の薬液を散

布し，風乾した後，23℃の条件下に静置した。処理10～12

日後に未ふ化卵及びふ化個体の生死を調査した。

（2）殺成虫試験

雌成虫を10～11個体接種した葉片にDAIKI式農薬散布

塔で約6mg／dの薬液を散布した。垂片を風乾した後．23

℃の条件下に静置し，処理2日後に生虫数，死虫数及び逃

亡虫数を計数した。

3　試験結果及び考察

殺卵試験では，薬剤の種頬によって卵からふ化した直後

に死亡するものがある。ここでは，未ふ化卵とふ化直後に

死亡した個体の合計を死卵とみなした。各薬剤による死卵

率と死虫率のABBOTT補正値をそれぞれ表1と表2に

示した。

（1）卵及び成虫の感受性

死卵率はピリ　ミジフェン，テプフェンビラド，BPPS

及び酸化フェンプタスズでは全体的に高く，ほとんどの地

点で100％であった。フェンピロキシメートでは大きくば

らついた。ピリグベンでは全体的に高かったものの，低い

地点もあった。

成虫の死虫率はどリミジフェン及びテプフェンビラドで

は全体的に高く，ほとんどの地点で100％であった。しか

し，一部の地点では低かった。フェンピロキシメート及び

ピリグベンでは大きくばらつき，特にどリダベンでは全体

的に低かった。BPPS及び酸化7ェンプタスズではばら

ついたものの全体的に高かった。

（2）感受性の変化と交差抵抗性の可能性

この検定を始めた1994年以前から実用化されていた剤は

フェンピロキシメート，ピリグベン，BPPS及び酸化フェ

ンプタスズの4剤である。これらの剤に関する報告及び未

発表資料によると，フェンピロキシメート及びピリグベン

は実用化した当初にはいずれもほぼ100％の死卵率及び死

虫率を示した。しかし，今回の検定では死卵率及び死虫率

が100％を示した地点は少なく，死虫率が0％の地点もみ

られた。したがって，多くの地点でこれら2割に対する薬

剤抵抗性の発達があったとみなされる。BPPS及び酸化

フェンプタスズでは実用化した当初と大きな違いは認めら

れず，感受性の低下は生じていないと判断された。

テプフェンビラドが実用化されたのは1995年なので，

1995年に採集したナミハダニのうち，一部地点からのもの

では淘汰圧がかかっていた可能性がある。一方，ピリミジ

フェンが実用化されたのは1997年なので，いずれの地点で

も本剤の淘汰圧がかかった可能性はほんどない。このよう

にテプフェンビラドでは実用化の直前から直後，ピリミジ

フェンでは実用化前の検定であったため，全体的には感受
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表1　ナミハダニの補正死卵率（％）

採集

年次

採集

地点
ピリミジフェン テプフェンビラド フェンピロキシメート ピリグベン B P P S 酸化 フェンプタスズ

1994 1 100 100 79 98 100 94
2 100 100 84 99 100 100
3 93 100 96 100 100 100
4 100 100 88 9 7 100 100
5 100 100 95 100 100 100
6 99 83 40 93 100 100
7 97 99 48 88 100 99
8 100 100 99 100 100 100

1995 9 100 100 100 100 100 100
10 94 69 25 48 100 100
11 9 1 79 61 46 98 100
12 100 100 100 100 100 100
13 100 100 100 100 100 100
14 100 100 86 100 99 100

15 100 99 100 94 100 100
16 100 100 95 100 97 99
17 100 100 97 100 100 100
18 100 100 100 100 100 100

19 100 100 100 100 100 100

表2　ナミハダニ成虫の補正死虫率（％）

採集

年次

採集

地点
ピリ　ミジフェ ン テプフェンビラ ド フェ ンピロキシメー ト ピリグベ ン B P P S 酸化 フェンプタスズ

1994 l 100 100 5 1 37 93 91
2 100 100 27 33 100 59
3 100 100 90 48 93 81

4 100 100 56 29 100 54

5 100 100 93 8 82 78
6 53 68 22 0 95 81
7 77 94 63 0 91 100

8 100 100 100 100 100 100

1995 1 100 100 86 7 100 100
2 34 18 0 4 89 70
3 41 24 0 6 56 5 1

4 100 100 100 100 100 100

5 100 100 100 100 100 100
6 100 100 0 65 100 9 1

7 100 100 100 94 100 100

8 100 100 83 59 76 65
9 100 100 91 13 78 100
10 100 100 94 82 100 64

11 100 100 88 57 50 86

性が高かった。しかし，地点6．7，10及び11では，これ　　引き起こされたと考えられる。

ら2剤に対する感受性が共通して低かった。また，これら

の地点ではフェンピ口車シメート及びピリグベンに対する

感受性も低かった。これら4地点でテプフェンビラドとど

リミジフェンに対する感受性が低かった理由は，淘汰圧の

経緯から判断すると，これら2割の直接的な淘汰圧による

ものではなく，それ以前から実用化されてきたフェンピロ

キシメート及びピリグベンによる間接的な淘汰圧によって

4　ま　　と　　め

フェンピロキシメート及びどリグベンに対して広範囲の

ナミハダニが抵抗性を獲得していた。また，ピリミジフェ

ン及びテプフェンビラドに対しても一部の地点では実用化

の段階で既に抵抗性が発達していた。今後の抵抗性の動向

を把握するために，十分なモニタリングが必要である。
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